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(57)【要約】
【課題】蒸気排出部材が単純な構造で、簡単に着脱でき
、細部まで洗浄できることにより衛生的に保つことがで
きる電子レンジ調理用容器を提供すること。
【解決手段】電子レンジ調理用容器１０は、雄ねじ部３
４を具える取付部３２及びキャップ３６からなる蒸気排
出部材３０がねじ込まれる雌ねじ部２４を具える蓋体２
０を有し、キャップ３６がその中央部に、蓋体２０と接
する面に向けて突出した凸部３６ｂと、少なくとも１つ
の蒸気排出孔３６ａを具える。蒸気排出部材３０が取付
部３２を介して蓋体２０にねじ込まれる単純な構造であ
るから、容器１０を洗浄するとき、蒸気排出部材３０を
簡単に取外すことができ、細部まで容易に洗浄ができる
ため、衛生的に保つことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食材が収納される容器本体、雄ねじ部を具える取付部及びキャップからなる蒸気排出部
材がねじ込まれる雌ねじ部を具える蓋体を有し、
　前記キャップが、該キャップの中央部に、前記蓋体と接する面に向けて突出した凸部と
、少なくとも１つの蒸気排出孔を具え、
　前記蓋体が、前記凸部が嵌合する孔を有することを特徴とする、
　電子レンジ調理用容器。
【請求項２】
　前記凸部の前記蓋体と接する面が半球状である、請求項１の電子レンジ調理用容器。
【請求項３】
　前記凸部の上部に取っ手が設けられている、請求項１又は２の電子レンジ調理用容器。
【請求項４】
　前記凸部が嵌合する前記蓋体の孔の周部が前記蓋体の外側に向け盛り上がっている、請
求項１から３のいずれかの電子レンジ調理用容器。
【請求項５】
　前記取付部が前記雄ねじ部に替え外歯を具え、前記蓋体が前記雌ねじ部に替え、前記外
歯が嵌め込まれる切欠部と内歯を具え、
　前記外歯が前記切欠部に嵌め込まれ、前記内歯の下に回されることにより該外歯と内歯
が上下方向に重なり圧接することで前記蒸気排出部材が前記蓋体に固定される、請求項１
から４のいずれかの電子レンジ調理用容器。
【請求項６】
　前記外歯と内歯の接する面が段階的に形成されている、請求項５の電子レンジ調理用容
器。
【請求項７】
　前記外歯と内歯が楔形状である、請求項５又は６の電子レンジ調理用容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子レンジでの加熱調理に使用できる、電子レンジ調理用容器（以下、単に
「容器」ということがある。）のうち、繰返し洗浄して何度も使用ができるもので、特に
、業務用に使用されるのに好適なものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食材を密封して保存することができ、電子レンジでの加熱調理にも使用できる容器が多
く開発されている。このような容器には、電子レンジで食材を美味しく調理できるものや
、食材の保存に適するように密閉性に優れているものが提案されている。その一例として
、以下に示すようなものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２８２９８７号公報
【特許文献２】実用新案３０８８１６４号公報
【０００４】
　特許文献１には、蓋体に嵌合する蒸気を排出するキャップを具える容器が開示されてい
る。この容器によれば、電子レンジで加熱調理するとき、容器内部の蒸気圧が急上昇して
も、噴きこぼれが発生する前に適切な蒸気圧で蒸気を速やかに排出して、容器外周や電子
レンジ内を汚さず、食材を美味しく、食材の栄養素を減らさず、効率良く、安全に調理が
できる、蒸気圧の調節機能に優れた容器を提供できるとされている。
　また、特許文献２には、蓋体と容器本体を密閉するパッキンを有し、蓋体に蒸気孔が形
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成され、蒸気孔に閉塞付勢機能を有するプッシュ栓方式の開閉弁機構が設けられた容器が
開示されている。この容器によれば、蓋体の開閉操作が容易で且つ密閉機能に優れた食品
保存用容器が提供できるとされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のように、蒸気を排出するキャップと蓋体、そして蓋体と容器本体が嵌合す
るタイプの、食材の保存よりも電子レンジでの調理を主な目的とした容器の場合、その多
くは使い捨て用に開発されたものであるため、容器本体や蓋体、キャップの耐久性は高く
ない。このため、これらの容器を繰返し洗浄して何度も使用すると、容器を洗浄すること
により、また、そのときに嵌合部を着脱するといったことが積み重なり、容器本体や蓋体
、キャップが変形し、嵌合部が徐々に緩んでしまうという問題がある。特に、自動洗浄機
で高温洗浄した場合、容器本体等はより変形しやすい。当然、嵌合部が緩むと容器の密閉
機能や蒸気排出機能を十分に果たすことができなくなる。
　また、特許文献２のような、保存及び電子レンジでの調理という繰返し使用されること
が想定されている容器では、繰返し使用されることによる容器本体等の変形や、蒸気排出
部材が機能しなくなるという問題は生じないが、蒸気排出部材が複雑であるため、容易に
分解ができず、細部まで洗浄することが困難であり、衛生的に保つことが難しいという問
題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、前述した問題に鑑み、食品を密封して保存でき、電子レンジでの加
熱調理のとき、蒸気圧を自動的に調節できる機能を具え、蒸気排出部材が単純な構造で、
簡単に着脱でき、しかも、細部まで洗浄できることにより衛生的に保つことができる電子
レンジ調理用容器を提供することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、食材が収納される容器本体、雄ねじ部を具える取付部及びキャップからなる
蒸気排出部材がねじ込まれる雌ねじ部を具える蓋体を有し、
　前記キャップが、該キャップの中央部に、前記蓋体と接する面に向けて突出した凸部と
、少なくとも１つの蒸気排出孔を具え、
　前記蓋体が、前記凸部が嵌合する孔を有することを特徴とする電子レンジ調理用容器に
よって、前記課題を解決した。
【０００８】
　また、請求項２のように、凸部の蓋体と接する面が半球状であることが好ましく、請求
項３のように、凸部の上部に取っ手が設けられているのがよい。
【０００９】
　また、請求項４のように、蓋体の凸部が嵌合する孔の周部が蓋体の外側に向け盛り上が
っていることが好ましい。
【００１０】
　また、請求項５のように、取付部が雄ねじ部に替え外歯を具え、蓋体が雌ねじ部に替え
、外歯が嵌め込まれる切欠部と内歯を具え、外歯が切欠部に嵌め込まれ、内歯の下に回さ
れることにより外歯と内歯が上下方向に重なり圧接することで蒸気排出部材が蓋体に固定
される構成としてもよい。
【００１１】
　また、請求項６のように、請求項５において、外歯と内歯の接する面が段階的に形成さ
れていることが好適である。
【００１２】
　また、請求項７のように、請求項５又は６において、外歯と内歯が楔形状となっている
ことが好ましい。
【発明の効果】
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【００１３】
　請求項１の発明によれば、蒸気排出部材が蓋体にねじ込まれ、キャップの中央部の蓋体
と接する面に向けて突出した凸部が、蓋体の孔と嵌合するため、キャップと蓋体との密閉
性が確保される。このようにして食材を密封して保存することができる。なお、蓋体と容
器本体との密閉性は、蓋体と容器本体との間にパッキンを介挿したり、留め具を用いるこ
とで確保するとよい。本発明の特徴は、蓋体と蓋体にねじ込まれる蒸気排出部材にあるた
め、蓋体と容器本体との密閉性についての詳細な説明は省略する。
【００１４】
　また、電子レンジで加熱調理するとき、容器の密閉性が確保されているため、収納され
る食材を素早く高温にすることができ、高い蒸気圧で調理することができる。このため、
食材の栄養を食材内部に閉じ込め、美味しく調理することができる。さらに、加熱時に調
味液が沸騰等して、容器内部の蒸気圧が急激に高まった場合には、発生した蒸気によりキ
ャップの凸部が押上げられ、キャップと蓋体との間に隙間ができ、蒸気はその隙間を通り
、キャップに設けられた蒸気排出孔から排出される。このため、容器内の蒸気圧が自動的
に調節されることとなり、加熱調理時の噴きこぼれを防ぐことができる。このため、容器
外周や電子レンジ内を汚すことなく安全に調理することができる。また、蒸気排出部材が
取付部を介して蓋体にねじ込まれる構造であるから、容器を洗浄するとき、蒸気排出部材
を簡単に取外すことができ、容器の細部まで容易に洗浄ができるため、容器を衛生的に保
つことができる。
【００１５】
　また、請求項２のように、凸部の蓋体と接する面を半球状とすれば、凸部の中心と蓋体
の孔の中心との位置が少しずれていても嵌合しやすく、密閉性を容易に確保でき、請求項
３の構成によれば、キャップの着脱に便利である。
【００１６】
　また、請求項４のように、凸部が嵌合する蓋体の孔の周部が蓋体の外側に向け盛り上が
っていれば、取付部がねじ込まれ、キャップが蓋体に押付けられた時に、キャップと蓋体
との密着性を高めることができ、容器の密閉性を高めることができる。
【００１７】
　また、請求項５のように、取付部が雄ねじ部に替え外歯を具え、蓋体が雌ねじ部に替え
、外歯が嵌め込まれる切欠部と内歯を具え、外歯が切欠部に嵌め込まれ、内歯の下に回さ
れることにより外歯と内歯が上下方向に重なり圧接することで蒸気排出部材が蓋体に固定
される構成とすれば、蒸気排出部材がねじ込まれる構成に比べ、より簡単な構造で、蒸気
排出部材を簡便に着脱することができる。
【００１８】
　また、請求項６のように、請求項５において、外歯と内歯の接する面が段階的に形成さ
れていれば、取付部がキャップを押さえ付ける力を段階的に調節することができる。すな
わち、容器の密閉性を調節し、電子レンジでの調理時の容器内部の蒸気圧を調節できるこ
ととなるため、調理する食材に適した蒸気圧を容易に実現することができる。さらに、請
求項７のように、外歯と内歯を楔形状とすれば、取付部を楔効果で蓋体に締付けられるよ
うなり、取付部が不用意に外れることを防ぐことができ、また、取付部を回すことによっ
てキャップが蓋体に対し押え付けられるため、キャップと蓋体との密着性を容易に高める
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第一実施形態の容器の縦断面図。
【図２】本発明の第一実施形態の容器の平面図。
【図３】（Ａ）,（Ｂ）は、本発明のキャップの機能を説明するための要部拡大縦断面図
。
【図４】（Ａ）～（Ｅ）は、本発明のキャップの形状の例を表す縦断面図。
【図５】本発明の第二実施形態の容器の蓋体の縦断面図。
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【図６】本発明の第二実施形態の容器の蓋体の平面図。
【図７】本発明の第二実施形態の容器の蓋体、取付部、キャップの解体時の立体斜視図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図１～７を参照して説明する。但し、本発明はこの実施形態
に限定されるものではない。
【００２１】
　図１は、本発明の容器１０の縦断面図である。容器１０は、容器本体１２、取付部３２
及びキャップ３６からなる蒸気排出部材３０がねじ込まれる蓋体２０を有する。蒸気排出
部材３０のキャップ３６は、少なくとも１つ、好ましくは複数の蒸気排出孔３６ａと凸部
３６ｂを有する。蒸気排出部材３０は、蓋体２０に形成された雌ねじ部２４と、取付部３
２に形成された雄ねじ部３４が螺合することにより、蓋体２０にねじで固定される。この
とき、凸部３６ｂが蓋体の孔２２と嵌合し、容器の密閉性が確保される。このような単純
な取付け構造であるため、簡単に着脱することができ、蒸気排出部材３０を外して細部ま
で洗浄できるため、容器を、常に、衛生的に保つことができる。なお、取付部３２につま
み３２ａを形成しておくと、着脱作業が容易になる。
　なお、図示した実施形態では、取付部３２とキャップ３６は別体であるが、一体に成形
してもよい。
【００２２】
　次に、容器１０に用いることができる素材について説明する。容器本体１２、蓋体２０
、取付部３２には、耐熱性、耐油性を有し、耐久性の高い素材を用いることが好ましく、
例えば、ポリミチルベンテン、ポリプロピレン、ガラス、陶器等を用いることができる。
また、キャップ３６には、耐熱性があり、比重が高く、誘電損失係数の低い材質を用いる
ことが好ましく、例えば、シリコーン樹脂を用いることができる。シリコーン樹脂は劣化
しにくく、長期間使用できるため、特に好適である。
【００２３】
　次に、図２は本発明の容器１０の平面図である。キャップ３６は円形形状が好ましいが
、四角形等の形状であってもよい。また、凸部３６ｂの形状は、図４の（Ａ）に示すよう
な、蓋体と接する面が立方体の形状、（Ｂ）に示すような、キャップの両面に突出してい
る立方体の形状、（Ｃ）に示すような、キャップの両面に突出している球形状、（Ｄ）に
示すような半面が立方体形状で強度を高めるためのリブ３６ｄを有し、他方の面が球形状
、（Ｅ）に示すような、凸部３６ｂの上部に取っ手３６ｅを有する形状等、様々な形状を
用いることができる。そして、蓋体と接する面３６ｃを半球状にすれば、凸部３６ｂの中
心と蓋体の孔２２の中心との位置が少しずれていても嵌合しやすく、密閉性を容易に確保
できる。また、（Ｅ）のような形状にすれば、蒸気排出部材３６の着脱を、取っ手３６ｅ
を掴むことで、簡便に行なうことができる。
【００２４】
　次に、図３を参照して、容器１０で食材を保存している状態、及び電子レンジで加熱調
理している状態について説明する。
【００２５】
　図３は、容器１０で食材を保存している状態、及び電子レンジで加熱調理している状態
の蒸気排出部材３０を拡大した縦断面図である。蓋体２０の雌ねじ部２４と、取付部３２
の雄ねじ部３４が螺合することにより、キャップ３６の凸部３６ｂと蓋体２０の孔２２が
嵌合し、密閉性が確保されている。凸部３６ｂの重みで蓋体２０の孔２２を塞ぐ構造であ
るため、凸部３６ｂは中実で、また、比重が高い素材を用いることが好ましい。このよう
に密閉性が確保されるため、食材の保存容器としても適しており、また、電子レンジで加
熱調理したとき、蒸気漏れが発生せず、食材を素早く高温にでき、高い蒸気圧で調理でき
る。このため、食材の栄養を食材内部に閉じ込め、美味しく調理することができる。
【００２６】
　図３（Ｂ）は、電子レンジで加熱調理しているとき、容器内の蒸気圧が上昇したときの



(6) JP 2012-192081 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

蒸気排出部材３０を拡大した縦断面図である。矢印は蒸気の流れを表している。容器内の
蒸気圧が上昇したとき、蒸気は凸部３６ｂを押上げ、キャップ３６と蓋体２０との隙間を
通り、蒸気排出孔３６ａを通って容器外部に排出される。このため、容器内の蒸気圧が自
動的に調節され、調味液等の液体が噴きこぼれることがない。すなわち、容器外周や電子
レンジ内を汚さずに、かつ、安全に調理できる。なお、どの程度の蒸気圧で蒸気が排出さ
れるかは、主に、凸部３６ｂの重さによって決まる。
【００２７】
　図７は、本発明の第二実施形態の容器の蓋体２０ａ、取付部３２、キャップ３６の解体
時の立体斜視図である。取付部３２の外歯３２ｂが蓋体２０ａの切欠部２６に嵌合し、内
歯２７の下に回されることにより、外歯３２ｂと内歯２７が上下方向に重なり圧接するこ
とによって蒸気排出部材３０が蓋体２０ａに取付けられる。このとき、取付部３２によっ
てキャップ３６が押え付けられるため、キャップ３６と蓋体２０ａとの密着性が確保され
る。なお、取付部３２には、取付部３２を簡単に回すことができるようにつまみ３２ａが
設けられている。
【００２８】
　また、図５に示すように、凸部３６ｂが嵌合する蓋体２０ａの孔２２の周部２５が蓋体
の外側に向け盛り上がっていれば、キャップ３６と蓋体２０ａとが密着し易くなり、密閉
性を高めることができる。
【００２９】
　次に、図６は、本発明の第二実施形態の容器の蓋体２０ａの平面図である。図６に示す
ように、取付部３２の外歯３２ｂが、蓋体２０ａの切欠部２６に嵌合し、その後、内歯２
７に向けて押し回され、蒸気排出部材３０が蓋体２０ａに取付けられる。図７に示すよう
に、外歯３２ｂと内歯２７が楔形状に加工されていれば、楔効果を利用して取付部３２を
蓋体２０ａに締付けることができるため、取付部３２が不用意に外れることを防ぐことが
でき、キャップ３６を蓋体２０ａに簡単に押さえ付けることができる。
【００３０】
　なお、図７に示す構成では、電子レンジでの調理の際、どの程度の蒸気圧で蒸気が排出
されるかは、主に、取付部３２の締付け具合によって決まる。そこで、蓋体２０ａの内歯
２７と外歯３２ｂの接する面には、それぞれ段差２７ａ、３２ｃが設けられており、取付
部３２を段階的に押し回すことができ、取付部３２がキャップ３６を押え付ける力を段階
的に簡便に調節できる。すなわち、１段目まで締めたときと、２段目まで締めたときとで
は、キャップ３６が蓋体に押さえ付けられる力が異なり、１段目よりも２段目まで締めて
いるときの方が、その力が強いため、電子レンジで調理する時、蒸気が排出されるには高
い蒸気圧が必要となるため、容器内部の蒸気圧を高く保つことができることとなる。この
ように段差２７ａ、３２ｃを少なくとも１つ設けることにより、調理する食材に応じた適
切な蒸気圧を簡便に実現でき、食材を美味しく調理することができるようになる。なお、
内歯２７にはストッパー２７ｂが設けられており、取付部３２の回し過ぎによる破損や怪
我の防止が図られている。
【００３１】
　以上、説明したように、本発明によれば、蒸気排出部材が蓋体にねじ込まれるという単
純な取付け構造であるため、蒸気排出部材を簡便に着脱でき、蒸気排出部材を取外して細
部まで洗浄できるため、容器を衛生的に保つことができる。また、蒸気排出部材が蓋体に
ねじ込まれることにより、キャップの中央部に突出した凸部と、蓋体の孔が嵌合するため
、容器の密閉性が確保される。このため、食材の保存にも適しており、また、電子レンジ
で加熱調理したときの蒸気漏れを防ぎ、美味しく調理できる容器を提供することができる
。さらに、キャップに少なくとも１つの蒸気排出孔が設けられているため、電子レンジで
加熱調理したとき、容器内部の蒸気圧が高まった場合でも、蒸気を容器外部に速やかに自
動的に排出し、容器内部の蒸気圧を調節することができる。このため、調理時に容器外周
や電子レンジ内を汚さない、安全に調理できる容器を提供することができる。また、取付
部に外歯を設け、蓋体に外歯が嵌め込まれる切欠部と、外歯を押さえる内歯を設けること
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により、外歯を内歯の下に回すだけで蒸気排出部材を蓋体に取付けることができるように
なるため、蒸気排出部材をねじ込む構成よりも簡便に蒸気排出部材を着脱することができ
る。さらに、外歯及び内歯を楔形状とすれば、取付部を蓋体に対し楔効果を利用して締付
けることができ、取付部を回すことによってキャップを蓋体に簡単に押さえ付けることが
できる。また、外歯、内歯を段階的に形成することにより、取付部がキャップを押さえ付
ける力を段階的に調節でき、電子レンジでの調理時の容器内部の蒸気圧を段階的に調節で
きることとなるため、調理する食材に応じた適切な蒸気圧を簡便に実現でき、食材を美味
しく調理できる容器を提供することができる。
【符号の説明】
【００３２】
　　１０　　電子レンジ調理用容器
　　１２　　容器本体
　　２０　　蓋体
　　２２　　孔
　　２４　　雌ねじ部
　　２５　　孔の周部
　　２６　　切欠部
　　２７　　内歯
　　３０　　蒸気排出部材
　　３２　　取付部
　　３２ｂ　外歯
　　３４　　雄ねじ部
　　３６　　キャップ
　　３６ａ　蒸気排出孔
　　３６ｂ　凸部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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